
　筆者は、かつて「場面緘黙」という問題に興味

を持ち、比較的長い期間に渡って臨床活動を行っ

てきた経験があります。場面緘黙は、家庭では親

やきょうだいとは話ができるのに、幼稚園や学校

に行くと、先生や友だちとはおろか、家庭でなら

普通に話のできる相手とも、言葉を交わさなく

なってしまうという現われ方をする問題です。

　当時、わが国に導入され始めた行動療法に興味

を持っていた私は、緘黙の問題に対する行動療法

としてはフェーディング法という技法のあること

を知り、この技法を中心にして介入を組み立てて

きました。今でも、緘黙に対しては、この方法は

有力なものと考えています。

　ところで、行動主義的な介入では、問題の解決

にあたっては、環境を調整することに力点が置か

れます。そうしたやり方に魅力と有望さを感じて

いた私は、知らず知らずのうちに、問題解決のた

めには環境を変えることが必要である、いや、環

境を変えなければ問題は解決しないという位に、

今から思うと、ずいぶんと偏狭な考え方に陥って

いたように思います。そうした偏狭さに嫌気が差

し、私の所から去って行ったクライアントもいた

ように思います。

　今から 20 年以上も前に、かなり重篤な緘黙症

状を呈して相談に見えていた幼児がいました。最

近になって、その子がアスペルガー障害の診断を

受けたという話を聞き、緘黙という問題に対して

抱いていたいくつかの疑問が氷解して行くように

感じています。20 年前といえば、今ほど発達障

害について語られることはなく、緘黙とアスペル

ガー障害を関連づけて考えることもありませんで

した。これら２つを短絡的に結び付けるつもりは

ありませんが（その関係について検討する価値は

あると思います）、緘黙の問題を発達障害という

観点から捉えていたら、もう少し違ったアプロー

チが出来たのではないか、少なくとも環境を変え

ることに抵抗を感じる子どもや保護者のいるこ

と、あるいは人との関係の持ち方に独特な感覚を

持っている人のいることに気づき、もう少し優し

い接し方ができたのではないかと思うこの頃で

す。
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